
１ 計画策定の背景と趣
旨

・東日本大震災を踏まえた計画策定の背景と趣旨
１ 計画策定の背景と趣
旨

・東日本大震災後を踏まえた計画策定の背景と趣旨

２　計画の位置づけ ・根拠法令、関連計画等との調和 ２　計画の位置づけ ・根拠法令、関連計画等との調和

３　計画期間 ・平成30年度から令和5年度までの6年間 ３　計画期間 ・令和6年度から令和11年度までの6年間

１　基本理念 ・すこやかで ともにいきいき“新生ふくしま” １　基本理念 ・全ての県民が心身ともに健康で、幸福を実感できる県づくり

２　計画策定の視点

・東日本大震災と原子力災害からの復興
・県民生活の質の確保・向上
                                    .
                                    .
・健康寿命の延伸
・全県民の参加・連携

２　計画策定の視点

・東日本大震災と原子力災害からの復興
・県民生活の質の確保・維持及び向上
・今後の人口構成の変化への対応
・目標及び施策の達成状況等における適切な評価
・健康寿命の延伸
・全県民の参加・連携

　 　

（１）東日本大震災、原
子力災害からの復興状況

・避難指示区域と避難者数
・転入・転出の状況
・医療・福祉の提供体制
・震災後の健康状況（メタボリックシンドローム・要介護認定者の割合）

（１）東日本大震災、原
子力災害からの復興状況

・避難指示区域と避難者数
・転入・転出の状況
・医療・福祉の提供体制
・震災後の健康状況（メタボリックシンドローム・要介護認定者の割合）

（２）人口・人口動態

・人口（総人口、高齢者人口の割合の推計、平均寿命・健康寿命の推
計等）
・死因別死亡率の分析（死因別死亡数の割合、疾患別年齢調整死亡
率）

（２）人口・人口動態

・人口（総人口、高齢者人口の割合の推計、平均寿命・健康寿命の推
計等）
・死因別死亡率の分析（死因別死亡数の割合、疾患別年齢調整死亡
率）

第四期福島県医療費適正化計画

第1章 はじめに

第2章 基本理念

第3章  医療費を取り巻く現状と課題

１　医療費を取り巻く現状

第四期福島県医療費適正化計画基本構成（案）

第3章  医療費を取り巻く現状と課題

第1章 はじめに

第2章 基本理念

１　医療費を取り巻く現状

第三期福島県医療費適正化計画
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（３）医療費の状況

・県民医療費
・市町村国保の医療費
・後期高齢者医療の医療費
・医療費の地域差指数
・受療率
・その他（子ども医療及び避難指示区域の医療費免除について）

（３）医療費の状況

・県民医療費
・市町村国保の医療費
・後期高齢者医療の医療費
・医療費の地域差指数
・受療率
・その他（子ども医療及び避難指示区域の医療費免除について）

（４）県民の健康の保持
の推進に関する状況

・特定健康診査・特定保健指導等
・喫煙に関する状況
・予防接種の状況
・生活習慣病の重症化に関する状況
                                               .
・その他の健康予防・健康づくりの推進に関する状況（がん検診・う蝕・
60歳で自分の歯を24歯以上有する者の割合）

（４）県民の健康の保持
増進に関する状況

・特定健康診査・特定保健指導等
・喫煙に関する状況
・予防接種の状況
・生活習慣病の重症化に関する状況
・高齢者の心身機能の低下等に起因した疾病、介護の状況（高齢化率
と認知症高齢者数の推移、筋骨格系及び結合組織の疾患受療率等）
・その他の健康予防・健康づくりの推進に関する状況（がん検診・う蝕・
60歳で自分の歯を24歯以上有する者の割合）

（５）医療の効率的な提
供の推進に関する状況

・後発医薬品             の使用状況
・重複投与等の状況
　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　 .
・その他の医療の効率的な提供の推進に関する状況（病床機能の分
化・連携、高齢化率と認知症高齢者数の推移、筋骨格系及び結合組織
の疾患受療率、精神科病床数と平均在院日数の推移、在院患者数と
退院率の推移）

（５）医療の効率的な提
供の推進に関する状況

・後発医薬品及びバイオ後続品の使用状況
・重複投与等の状況
・医療資源の活用状況（抗菌薬の処方、医療資源の投入量、リフィル処
方箋）
・医療・介護の連携
・病床機能の分化・連携
・その他の医療の効率的な提供の推進に関する状況（精神科病床数と
平均在院日数の推移、在院患者数と退院率の推移）

（１）東日本大震災、原
子力災害による影響

（１）東日本大震災、原
子力災害による影響

（２）将来の人口構造 （２）将来の人口構造

（３）医療費の状況 （３）医療費の状況

（４）県民の健康の保持
の推進に関する課題

・特定健康診査、特定保健指導
・たばこ対策
・予防接種
・生活習慣病の重症化予防
　　　　　　　　　　　　　　　　　.
・その他の予防・健康づくりの推進（がん、う蝕）

（４）県民の健康の保持
増進に関する状況

・特定健康診査・特定保健指導
・たばこ対策
・予防接種
・生活習慣病の重症化予防
・高齢者の心身機能の低下等に起因した疾病予防、介護予防の推進
・その他の健康予防・健康づくりの推進（がん・う蝕）

（５）医療の効率的な提
供の推進に関する課題

・後発医薬品　　　　　　　　の使用促進
・医薬品の適性使用促進
　　　　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　　　　 .
・その他の医療の効率的な提供の推進（病床機能の分化、
高齢に伴う疾患、精神障がい者の地域移行）

（５）医療の効率的な提
供の推進に関する状況

・後発医薬品及びバイオ後続品の使用促進
・医薬品の適性使用促進
・医療資源の効果的・効率的な活用
・医療・介護の連携を通じた効果的・効率的なサービス提供の推進
・病床機能の分化
・その他の医療の効率的な提供の推進（精神障がい者の地域移行）

２　医療費を取り巻く課題（本県の特徴） ２　医療費を取り巻く課題（本県の特徴）
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【目標】　 【目標】

・特定健康診査の実施率
・特定保健指導の実施率
・特定保健指導対象者の割合の減少率（平成20年度比）
・たばこ対策（成人喫煙率）
・予防接種（麻しん予防接種率）
・生活習慣病等の重症化予防の推進（糖尿病性腎症による年間新規
透析導入者の数）
　　　　　　　　　　　　　　.
・その他予防・健康づくりの推進（がん検診受診率）

・特定健康診査の実施率
・特定保健指導の実施率
・特定保健指導対象者の割合の減少率（平成20年度比）
・たばこ対策
・予防接種
・生活習慣病等の重症化予防の推進に関する目標
・高齢者の心身機能の低下等に起因した疾病予防・介護予防の推進
・その他予防・健康づくりの推進に関する目標

【施策】 【施策】

・東日本大震災・原子力災害の影響に配慮した健康づくり
・生活習慣病の発症予防の徹底
・喫煙による健康被害の回避
・予防接種の普及啓発
・生活習慣病の早期発見・早期治療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　.
・糖尿病性腎症の重症化予防の取組の推進
・保険者の医療費適正化施策に対する支援

・東日本大震災・原子力災害の影響に配慮した健康づくり
・生活習慣病の発症予防の徹底
・生活習慣病の早期発見・早期治療
・喫煙による健康被害の回避
・予防接種の普及啓発
・高齢者の心身機能の低下等に起因した疾病予防・介護予防
・糖尿病性腎症の重症化予防の取組の推進
・保険者の医療費適正化施策に対する支援

【目標】 【目標】

・後発医薬品の使用割合
　　　　　　　　　　　　　　　 .
・医薬品の適正使用の推進（重複投与の是正等）
　　　　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　　　　 .
　　　　　　　　　　　　　　　 .

・後発医薬品の使用割合
・バイオ後続品の使用割合
・医薬品の適正使用の推進
・医療資源の効果的・効率的な活用
・医療・介護の連携を通じた効果的・効率的なサービス提供の推進
・病床機能の分化及び連携の推進

【施策】 【施策】

・東日本大震災・原子力災害からの復興（医療・福祉提供体制の再構
築）
・病床機能の分化及び連携の推進並びに地域包括ケアシステムの構
築の推進
・後発医薬品　　　　　　　　の使用促進
・医薬品の適正使用の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　.
・精神障がい者の地域移行

・東日本大震災・原子力災害からの復興（医療・福祉提供体制の再構
築）
・病床機能の分化及び連携の推進並びに地域包括ケアシステムの構
築の推進
・後発医薬品及びバイオ後続品の使用促進
・医薬品の適正使用の推進
・医療資源の効果的・効率的な活用
・医療・介護の連携を通じた効果的・効率的なサービス提供の推進
・精神障がい者の地域移行

（２）医療の効率的な提
供の推進に関する数値目
標及び施策

第4章  達成すべき政策目標と施策及び医療費に及ぼす影響の見通し

１　平成35年度末までに達成すべき目標と施策

第4章  達成すべき政策目標と施策及び医療費に及ぼす影響の見通し

１　令和11年度末までに達成すべき目標と施策

（１）県民の健康の保持
の推進に関する数値目標
及び施策

（１）県民の健康の保持
の推進に関する目標及び
施策

（２）医療の効率的な提
供の推進に関する目標及
び施策
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・厚生労働省作成の「医療費適正化効果推計ツール」を用いた医療費
適正化効果の推計

・県民に期待される役割
・医療保険者に期待される役割
・市町村に期待される役割
・医療機関・医療関係者に期待される役割
・事業者・企業に期待される役割
・マスメディア（報道機関）に期待される役割
・県の役割

・県民に期待される役割
・医療保険者に期待される役割
・市町村に期待される役割
・医療機関・医療関係者に期待される役割
・事業者・企業に期待される役割
・マスメディア（報道機関）に期待される役割
・県の役割

※厚生労働省から提供される「医療費の見込みを推計するためのツー
ル」を用いて算出。

第5章  計画の推進 第5章  計画の推進

（１）進捗状況評価 （１）進捗状況評価

（２）進捗状況に関する
調査及び分析（暫定評
価）

（２）進捗状況に関する
調査及び分析（暫定評
価）

・最終年度（令和11年度）に実施

（３）実績評価（達成状
況）

（３）実績評価（達成状
況評価）

・計画期間終了の翌年度（令和12年度）に評価

（１）福島県医療費適正化計
画検討会の設置

（１）福島県医療費適正化計
画検討会の設置

（２）関係者の意見を反映さ
せるための体制整備

（２）関係者の意見を反映さ
せるための体制整備

※医療の担い手等との連携に関する内容を新たに記載

（３）県民への周知 （３）県民への周知

（４）市町村との連携 （４）市町村との連携

（５）保険者等との連携 （５）保険者等との連携

２　計画の推進体制

３　施策を推進するための関係者の役割と連携

１　ＰＤＣＡサイクルに基づく計画の推進

２　計画の推進体制

２　計画期間における医療に要する費用の見通し

１　ＰＤＣＡサイクルに基づく計画の推進

２　施策を推進するための関係者の役割と連携

３　計画期間における医療費の見通し
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